
金
海
古
蹟
志
巻
七

間
院
内
記
な
り
。
此
の
常
限
院
籾
絞
い
て
加
州
搬
現
堂
の
別
川
町
枇
務
な

り
3

然
れ
共
共
の
身
は
江
戸
に
在
り
て
、
加
州
備
制
現
堂
錦
町
般
の
俄
は
、

松
柏
院
勤
・
之
。
校
椀
院
遜
化
の
後
は
、
図
併
の
中
よ
り
勤
仕
し
.
金

滞
天
台
宗
三
ク
寺
動
ν
之
。
若
坊
頭
犀
川
寺
町
安
住
寺
.
御
宮
叫
蹴
『隊
執

行
役
人
卯
辰
最
勝
苛
.
同
鍵
取
横
山
西
照
寺
.
如
v
此
相
勤
む
る
た
り

と
あ
り
。
三
州
志
来
図
縦
覧
附
机
叫
に
も
、
共
の
後
は
治
問
院
不
恒
雄
市
、

院
の
代
伶
来
る
。
共
の
後
叉
仰
じ
て
金
部
の
天
台
三
ク
寺
動
u

之
。
初

め
常
照
院
来
寓
の
震
に
宮
坂
下
陀
一
字
を
椛
へ
、
別
賞
代
と
檎
す
。
所

抑
制
一
脚
能
寺
nAI
な
り
と
い
へ
り
。
叉
右
別
企
屋
敷
を
併
設
寺
と
枕
す
る

も
.
既
陀
延
賞
以
前
よ
り
の
事
な
り
け
ん
。
左
の
執
遠
野
あ
り
。

加
州
石
河
郡
豆
明
山
一
例
磁
寺
者
。
川
一
品
所
東
照
宮
別
合
戦
也
。
悶
守
時
中
ν

動
u酬制柚時一例
吋
山泉
徴
闘
訓
v
他
突
。
図
v
数制
H
興
一
代
。
於
=凶
守
管
制
之
三
筋

図
中
一
被
v
箆
弘
M
S
木
蘭
色
衣
『
詑
。
者
関
榊
事
勤
行
不
ν
可
=怠
俊
一
之
宮
。

依
品
輸
王
寺
山
首
一
n
m
法
貌
主
之
仰
↓
執
建
如
ν
判。

延
質
問
年
仲
秋
廿
九
日

按
A
Y
る
に
、
右
資
奥
は
松
植
院
の
背
中
な
ら
ん
か
。
さ
て
ま
た
背
家
見

般
理
院

舜

盛

間
銀
に
云
ム
。
御
鉱
堂
の
執
行
は
金
部
宮
腹
口
叫
雲
寺
.
鎚
取
れ
地
勝

寺
塔
一
関
玄
先
.
執
行
安
伎
寺
・
最
勝
寺
等
加
る
。
共
の
外
限
川
端出主

犯
ら
れ
し
か
ど
、明
治
維
新
の
初
め
榊
俳
混
鴻
御
陵
止
に
付
き
、明
治

二
年
の
都
現
照
宮
の
働
総
俳
具
を
取
除
き
.
別
会
一脚
酸
寺
の
鋭
E

廃
止
せ
ら
れ
、
京
叡
山
よ
り
の
防
伶

E
ば
師
山
せ
し
め
.
実
利
三
年

以
来
東
照
宮
の
役
備
を
勤
め
来
り
し
天
台
宗
出
雲
寺
の
住
職
倫
復
飾

し
て
西
岡
大
進
と
m
m
し
・
東

m-品
の
一
料
職
と
成
り
・
叉
復
飾
山
伏
十

名
を
撰
悲
し
て
、
東
照
宮
の
紳
役
と
な
し
‘
元
一
脚
蛸
出
土
吋
へ
附
け
世
か

れ
し
社
寺
料
の
内
を
以
て
各
t

現
米
二
拾
依
宛
賜
は
る
と
い
へ
ど

も
.
拙
脚
程
た
く
股
落
と
成
り
.
一
例
役
を
股
止
し
.
東
附
山
首
山
は
尼
崎
榊

祉
と
改
稿
し
て

、
村
社
陀
列
せ
ら
れ
、
一
刷
版
西
岡
大
巡
を
桐
拡
に
任

ぜ
ら
れ
し
か
ど
.
西
岡
も
程
な
く
目
立
し
、
北
ハ
の
家
絶
え
た
り
。
元
一
脚

磁
寺
は
明
治
二
年
三
月
よ
り
致
巡
舘
と
放
し
，
英
朗
申
の
紘
一
所
と
な

し
，
共
の
後
致
山
地
舘
を
大
手
町
元
評
判
制
品
目
所
跡
へ
移
制
押
し
、
一冗一脚畿

オ
叶
は
女
間
申
校
と
な
し
‘
後
梯
下
に
成
り
、
民
宗
の
曲
申
問
所
と
す
る
成
.

明
治
十
四
年
披
内
一
ア
丸
の
館
物
焼
亡
の
後
、
二
，丸
新
五
郎
坊
を
取

除
き
け
る

K
、
土
中
よ
り
掘
り
出
し
た
る
枯
骨
を
ぽ
本
願
寺
の
別
院

へ
渡
さ
れ
け
る
に
、
本
願
寺
七
世
存
如
上
人
の
遺
骨
と
桝
し、

翌
十

五
年
元
制
緩
寺
の
建
物
を
取
段
ち
.
徳
川
家
鍵
堂
・
俳
殿
跡
の
地
所

主
合
併
し
て
仰
字
を
造
立
し
.
彼
の
枯
"
怖
を
規
一
め
、
尾
山
棋
を
も
此

企
部
古
蹟
志
巻
七

八

寺
・
卯
反
煩
盗
寺
・宮
腰
道
入
寺
.
円
正
を
仰
仰
殿
の
加
倫
正
云
ふ
。
柿

除
坊
主
宗
蒜
坊
。
提
出
世
坊
。
各
‘
天
台
宗
の
坊
主
に
て
妻
帯
也
と
あ

り
。
今
按
や
る
陀
.
布
民
数
坊
は
良
性
坊
の
訣
也
。
此
の
雨
入
を
ば

中
衆
と
呼
べ
り
。
貞
一
牟
二
年
俸
川
小
鳥
屋
町
中
衆
宗
蒋
由
来
住
民、

疋
保
元
年
正
月
松
務
院
代
中
衆
に
被
毛市
付
一
束
照
植
現
御
榊
前
香

悲
e

燈
明
掃
除
柏
町
仕
、
災
の
上
岡
御
仙
川
股
毎
月
御
命
日
に
罷
山
相
勘

と
見
え
、
叉
才
川
盤
町
中
数
民
性
府
来
w
d
k
・
親
良
性
能
安
三
年
五

月
松
誇
院
代
中
衆
K
被
ι一申
付
-云
h
k

と
あ
り
て
・
卯
反
商
務
寺
の
央

住
民
・
宿
東
照
宮
御
榊
前
燈
明
掃
除
等
仕
中
数
由
来
相
官時
・
叫野付

仮
商
に
記
一
-
上
之
一
と
縦
せ
た
り
。
金
津
町
命
所
周
回
記
に
減
せ
た
る
正

徳
一
冗
年
4
一
月
間
間
師
長
谷
川
製
峰
の
上
申
佐
陀
、
一冗線
十
五
年
之
綜

枇
地
榊
磁
寺
之
中
衆
援
町
民
衆
坊
方
へ
卸
養
子
陀
成
、
品
脚
能
寺
へ
相

勘
と
も
見
え
た
り
。
一
柳
副
眼
寺
の
記
録
陀
.
金
川
聞
東
間
宮
之
殻
訴
に
‘

山
伏
之
内
よ
り
人
撰
し
て

交
帯
な
し
た
る
よ
し
記
紋
す
。
叉
加
越

能
三
州
枇
寺
町
川
紀

K
.
一
脚
謎
苛
之
寺
町
別
企
形
現
米
二
百
拾
石
但
閏

月
拾
石
崎
.
東
照
宮
。
外
三
拾
石
、
大
猷
院
殿
般
有
院
殿
常
恋
院

殿
御
例
殿
御
鰻
供
米
。
役
品
川
安
住
寺
般
勝
寺

山
雲
寺
外
加
役
品
川

と
あ
り
て
.
鶴
務
中
は
過
分
に
枇
寺
料

E
も
寄
附
せ
ら
れ
、

鄭
冨
に

に
移
し
て

‘
今
は
存
如
の
廟
所
と
な
し
た
り
。

O
伴
天
連
居
祉

此
の
居
跡
比
、
甚
指
街
門
坂
の
下
.元
一
脚
磁
奇
の
地
溢
な
り
と
云
ム
。

恋
即
時
に
云
ム
。
耶
昨
肺
宗
徒

内
藤
徳
庵
字
苓
多
休
閑
・
品
川
右
兵
衛

柴
山
椛
兵
衛
等
の
諸
士
の
第
宅
ど
も
、
此
の
地
溢
に
あ
り
た
り
し
故

に
、
北
ハ
の
頃
耶
酵
の
伴
天
連
を
ば
招
き
寄
せ
‘
此
の
地
に
世
き
た
り

と
ぞ
。
伴
天
越
は
耶
古
都
宗
の
和
山
刊
に
て
住
職
と
冊
刑
す
る
如
し
と
い
へ

り
。
按
宇
る
陀
、
阪
本
信
長
紀
K
、
天
正
八
年
間
三
月
間
H
口
血
丸
布
術

門
等
三
人
冊
P
移
行
一
安
土
に
て
伴
天
速
に
屋
敷
を
賜
ふ
山
見
ね
た
れ

ば
.
金
担
伸
に
て
の
伴
天
連
屋
敷
も
天
正
年
中
に
建
て
た
る
な
ら
ん
。

城
彬
施
の
流
氷
雨
柏
崎
袋
附
帆
却
に
一
E
ふ
。
市
山
盟
寺
日
々
医
師
依
の
者
多

〈
.
雨
伴
天
辿
大
勢
の
中
よ
り
撰
り
出
し
徒
弟
と
す
。
一
人
は
忠

俊
と
云
ム
師
僧
也
。
生
図
加
州
と
い
へ
ど
も
憶
か
な
ら
宇
。
此
の
宗

門
陀
師
依
し
.
仲
夫
柑
叫
に
悩
ひ
徒
弟
と
成
り
‘
名
を
政
美
椀
と
一
耳
ム
。

一
人
は
和
泉
堺
の
呉
服
屋
安
左
衛
門
と
云
ム
。
名
を
荒
例
妄
と
改

む
。
今
一
人
は
犠
州
盟
問
岡
村
の
百
姓
菩
五
郎
、
名
主
改
め

τ守
紋
と

云
ふ
。
共
の
中
に
も
第
一
の
英
雄
と
問
え
し
は
.
向
山
右
近
将
段
長

房
也
。
此
の
人
は
嬬
州
河
州
陀
限
な
吉
田
抑
終
に
て
.
荒
木
七
人
裁
の

九




